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CuSCN 正孔輸送層
ペロブスカイト太陽電池へのアミン処理効果

結果と考察

本研究の目的

背景

結論と今後の展望 参考文献

ペロブスカイト太陽電池(Perovskite Solar Cell)

○エネルギー変換効率(PCE)が高い(25.7％) [1]

○塗布法で容易に作製が可能(低コスト)

× 一般的な正孔輸送材
Spiro-OMeTAD 高価・低耐久

実験方法

○低コスト ，高耐久

CuSCN正孔輸送層ペロブスカイト太陽電池にOA処理すると

CuSCN (チオシアン酸銅) [2] を

CuSCN膜上にオレイルアミン(OA)を塗布し

PCEが8.6％から11.4％まで向上した。

結晶子サイズが向上し、再結合が抑制され

今後、耐久性の検証を行う。

Spiro-OMeTADの代替材料として検討した

結晶性と電子物性の制御によりPCEを改善

製膜方法:スピンコート法
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×結晶性が悪く , PCEが低い
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FF改善 : CuSCN膜が高結晶化 , 直列抵抗が減少

Voc改善 : CuSCN界面減少によりトラップ減少→再結合抑制

電子物性制御 , 再結合の抑制
TRPL : 時間分解フォトルミネッセンス
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PYS : 光電子収量分光法


	スライド番号 1

